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フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
は
、
３
０
０
以
上

の
火
山
島
と
珊
瑚
礁
か
ら
な
る
南
太
平

洋
の
島
国
で
あ
る
。
国
土
の
総
面
積
は

日
本
の
四
国
と
同
じ
く
ら
い
で
、
西
に

バ
ヌ
ア
ツ
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
東

に
ト
ン
ガ
、
ニ
ウ
エ
、
サ
モ
ア
、
北
に

ツ
バ
ル
が
あ
る
。
人
口
約
86
万
人
を
有

し
、
民
族
的
に
は
先
住
民
で
あ
る
フ
ィ

ジ
ー
系
が
57
％
、
イ
ン
ド
系
が
38
％
、

そ
の
他
が
５
％
を
占
め
る
。
南
半
球
の

熱
帯
海
洋
性
気
候
で
、
７
～
８
月
の
最

も
涼
し
い
乾
季
で
さ
え
気
温
は
18
～
28

℃
あ
り
、
雨
季
の
１
～
２
月
で
も
23
～

31
℃
と
い
う
常
夏
の
国
で
あ
る
。
国
民

的
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
の
人
気

が
高
い
。

観
光
業
の
代
替
と
し
て 

ヘ
ン
プ
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
に
注
目

１
８
７
４
年
に
英
国
の
植
民
地
に
な

っ
た
が
、
英
国
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
業
を

推
進
す
る
た
め
に
、
１
８
７
９
年
よ
り

同
じ
く
英
国
の
植
民
地
だ
っ
た
イ
ン
ド

か
ら
大
勢
の
労
働
者
を
年
季
奉
公
制
度

の
下
で
フ
ィ
ジ
ー
に
入
植
さ
せ
た
。
イ

ン
ド
大
麻
（
薬
用
型
）
は
そ
の
イ
ン
ド

人
労
働
者
に
よ
っ
て
フ
ィ
ジ
ー
に
持
ち

込
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

ほ
か
の
英
国
植
民
地
と
同
様
に
、
同
国

は
イ
ン
ド
大
麻
の
輸
入
を
禁
止
し
た
。

イ
ン
ド
か
ら
の
移
民
政
策
は
１
９
２
０

年
頃
で
廃
止
さ
れ
た
が
、
フ
ィ
ジ
ー
に

定
住
し
た
イ
ン
ド
人
も
多
く
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
は
同
国
で
主
要
な
農
産
物
に
な

り
、
砂
糖
の
輸
出
が
同
国
の
経
済
発
展

を
支
え
た
。

し
か
し
、
70
年
に
英
国
か
ら
独
立
し

て
以
降
、
製
糖
工
場
の
老
朽
化
や
土
地

借
地
契
約
の
問
題
、
砂
糖
価
格
の
低
迷

な
ど
か
ら
サ
ト
ウ
キ
ビ
も
砂
糖
も
生
産

量
が
下
降
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
農
業
の
代
わ
り
に
、
ヤ
シ

の
木
が
生
い
茂
る
ビ
ー
チ
、
透
き
通
っ

た
ラ
グ
ー
ン
の
あ
る
サ
ン
ゴ
礁
と
い
う

南
国
イ
メ
ー
ジ
を
武
器
に
、
力
を
入
れ

て
き
た
の
が
観
光
業
で
あ
る
。
同
国
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
40
％
を
稼
ぐ
ま
で
に
成
長
し

た
観
光
業
だ
が
、
２
０
２
０
年
の
コ
ロ

ナ
禍
で
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

た
。そ

こ
で
、
観
光
業
に
頼
ら
ず
、
自
国

で
産
業
化
で
き
る
こ
と
を
検
討
し
始
め

た
の
だ
。
司
法
長
官
兼
経
済
大
臣
の
ア

イ
ヤ
ズ
・
サ
イ
ー
ド
・
カ
イ
ユ
ム
氏
は
、

21
～
22
年
に
研
究
予
算
を
つ
け
て
、
群

島
全
体
で
、
ヘ
ン
プ
農
業
の
開
発
に
着

手
し
た
こ
と
を
表
明
し
た
。

同
国
に
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
伝

統
的
飲
料
で
あ
る
「
カ
ヴ
ァ
（Cava

）」

（
図
１
）
を
商
品
化
し
て
き
た
成
功
体

験
が
あ
る
。
カ
ヴ
ァ
と
は
コ
シ
ョ
ウ
科

の
灌
木
の
根
を
砕
き
、
成
分
を
絞
り
出

し
て
作
ら
れ
る
飲
み
物
で
、
鎮
静
作
用

が
あ
る
。
不
安
症
に
対
す
る
カ
ヴ
ァ
の

有
用
性
は
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
重
度

の
肝
疾
患
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ

り
、
輸
入
禁
止
を
謳
う
国
も
あ
る
。
一

方
で
、
ヘ
ン
プ
か
ら
抽
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｂ

Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）
は
抗
炎
症

等
の
機
能
性
を
持
つ
化
学
成
分
と
し
て

世
界
的
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
の
商
品
化
に
期
待
し
て
い

る
の
だ
。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
18
年

に
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
あ
る
医

療
用
大
麻
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
者
が

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
結
果
を
報
告
し
て
い

る
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
ユ
ー
ザ
ー
２
４
９
０
人
の

う
ち
、
約
62
％
が
病
状
の
治
療
目
的
で

Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
使
用
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に

Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
治
療
目
的
で
使
用
し
た
人
の

な
か
で
、
単
独
で
非
常
に
よ
く
、
あ
る

い
は
中
程
度
に
効
く
と
い
う
回
答
を
病

状
別
に
み
る
と
、慢
性
の
痛
み
、間
接
痛
、

不
安
、
不
眠
、
う
つ
病
等
で
の
効
果
が

報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
３
人
に
1
人
が

副
作
用
を
申
告
し
た
が
、
重
篤
な
も
の

は
な
く
、口
の
渇
き
、陶
酔
感
、空
腹
感
、

赤
目
、
眠
気
な
ど
の
症
状
が
出
る
と
い

う
。
米
国
で
は
、
医
薬
品
で
は
な
く
、

オ
イ
ル
や
カ
プ
セ
ル
、
グ
ミ
等
の
菓
子

類
、
飲
料
、
ク
リ
ー
ム
等
の
化
粧
品
、

電
子
タ
バ
コ
の
と
し
て
流
通
し
て
お
り
、
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と
予
測
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ヘ
ン
プ
栽

培
に
当
て
は
め
る
と
、
１
ha
当
た
り
78

～
３
０
０
万
円
の
炭
素
価
値
を
生
み
出

す
こ
と
が
試
算
で
き
る
（
図
３
）。

フ
ィ
ジ
ー
で
は
ま
だ
具
体
的
に
検
討

さ
れ
て
い
な
い
が
、
ヘ
ン
プ
栽
培
を
進

行
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
炭
素
農
業
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
採
用
す
る
価
値
は
大
い
に
あ

る
だ
ろ
う
。

ユ
ー
ザ
ー
の
使
用
実
態
か
ら
一
定
の
病

状
改
善
の
効
果
が
伺
え
る
（
図
２
）。

フ
ィ
ジ
ー
で
は
22
年
8
月
に
、
２
０

０
４
年
不
正
薬
物
取
締
法
が
定
め
る
禁

止
薬
物
一
覧
Ⅰ
の
大
麻
草
の
定
義
か
ら
、

Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
１
％
を
超
え
な
い
植
物

と
そ
の
派
生
物
を
規
制
対
象
か
ら
外
す

こ
と
を
決
定
し
た
。
同
時
に
１
９
８
６

年
税
関
規
則
（
輸
出
入
禁
止
）
を
改
正

し
、
ヘ
ン
プ
を
条
件
付
き
輸
入
品
目
に

加
え
た
。
こ
の
決
定
を
受
け
て
、
フ
ィ

ジ
ー
政
府
は
国
立
フ
ィ
ジ
ー
農
業
大
学

を
通
じ
て
、
ヘ
ン
プ
の
種
子
を
導
入
し

て
、
農
家
に
配
布
す
る
段
取
り
を
つ
け

た
。
ヘ
ン
プ
農
業
が
新
た
な
輸
出
産
業

を
担
え
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
か
ら
の

政
府
、
大
学
、
企
業
、
農
家
の
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
に
か
か
っ
て
い
る
。

ヘ
ン
プ
×
炭
素
農
業
の 

可
能
性

と
こ
ろ
で
、
フ
ィ
ジ
ー
は
15
年
12
月

に
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
に
い
ち
早
く

批
准
し
た
国
で
あ
る
。
パ
リ
協
定
は
、

気
候
変
動
枠
組
条
約
に
加
盟
す
る
全
１

９
６
カ
国
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
と
行
動
を
も
っ
て
参
加
す
る
こ
と
を

ル
ー
ル
化
し
た
公
平
な
合
意
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
同
国
は
温
暖
化
に
よ
る

海
面
上
昇
で
国
家
消
滅
の
危
機
に
瀕
す

る
南
太
平
洋
の
一
国
と
し
て
先
進
国
の

支
援
を
受
け
、
30
年
ま
で
に
す
べ
て
の

電
力
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う

こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。

パ
リ
協
定
を
宣
言
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
議

で
は
フ
ラ
ン
ス
が
主
導
し
て
、「
４
パ
ー

ミ
ル（
４
／
１
０
０
０
）イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

と
い
う
土
壌
へ
の
炭
素
貯
留
を
増
や
す

活
動
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
国
際
的
な

取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。「
も
し
も
全
世

界
の
土
壌
中
に
存
在
す
る
炭
素
の
量
を

毎
年
４
／
１
０
０
０
ず
つ
増
や
す
こ
と

が
で
き
た
ら
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

の
増
加
量
を
ゼ
ロ
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
計
算
に
基
づ
く
。
た
と

え
ば
、
農
作
物
を
販
売
し
な
が
ら
、
農

法
を
工
夫
し
て
農
地
を
炭
素
貯
蔵
源
に

変
え
る
こ
と
で
、
炭
素
市
場
に
も
販
売

で
き
る
の
だ
。
米
国
のCIBO
 Im

pact

で
は
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
に
取
り

組
み
た
い
組
織
や
個
人
が
、
農
家
か
ら

直
接
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
で

き
る
取
引
市
場
を
提
供
し
て
い
る
。

現
在
の
日
本
で
は
、
炭
素
排
出
に
価

格
を
付
け
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

の
価
値
を
、
地
球
温
暖
化
対
策
税
と
し

て
1
ｔ
当
た
り
２
８
９
円
と
設
定
し
て

い
る
。一
方
、国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ

Ｅ
Ａ
）
で
は
、
世
界
全
体
で
50
年
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
正
味
ゼ
ロ
（
ネ

ッ
ト
ゼ
ロ
）
に
す
る
た
め
の
シ
ナ
リ
オ

で
、
先
進
国
の
炭
素
価
格
を
30
年
に
二

酸
化
炭
素
排
出
量
１
ｔ
当
た
り
１
３
０

ド
ル
（
約
１
万
８
２
０
０
円
）、
50
年
に

同
２
５
０
ド
ル
（
約
３
万
５
０
０
０
円
）

出典：https://kavavinaka.com　

図１：伝統的飲料のカヴァ（Kava）

図３：１ha当たりのヘンプの炭素価値
� （1ドル＝140円換算）

　
乾物収穫量

（t）
CO2吸収量

（t）

日本2020年
289円/t
（円）

IEA2030年
130ドル/t

（円）

IEA2050年
250ドル/t

（円）

英国の事例 8.0 13.0 3,757 236,600 455,000

北海道H町 26.3 42.9 12,398 780,780 1,501,500

北見農業試験場 52.7 85.9 24,825 1,563,380 3,006,500

*厳密にはヘンプ栽培時のCO2排出量を加味する必要がある
出典：『アグリビジネス創出フェア2022出展報告書』（（一社）北海道ヘンプ協会）

図２：病状別のＣＢＤによる病状改善報告数
� （n=2,557）

出典：http://doi.org/10.1089/can.2018.0006


